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【阪堺線（堺市内）乗車人員数の推移】 

 昭和30年代をピーク 

 に乗車人員減 

  ◇自動車の普及と道路整備 

   の進展による客離れ 

  ◇高度化の対応の遅れ 

  ◇南海電鉄との共通運賃 

   廃止 

平成21年度 

堺市に支援の要請 

阪堺線（堺市内） 

の存続が困難となり 

廃線を検討 

40年間で約90％減少
（H19/S40） 

10年間で約50％減少
（H19/H9） 

南海電鉄との共通運賃廃止で
約20％減少 
（ S50/S48 ） 

万人 

阪堺線（堺市内区間）への支援に係る経緯 



2 

阪堺線（堺市内区間）への支援に係る経緯 

H22.2 「阪堺線再生策検討専門家ＷＧ」開催（～8月まで） 

H22.4 「阪堺線の活性化に関する市民提案」募集 

H22.6 「阪堺線(堺市内)の支援策（協議案）」を阪堺電気軌道(株)に提示 

H22.7 「阪堺線の存続を考えるワークショップ」開催 

  ⇒ 阪堺線(堺市内）の支援策（協議案）」パブリックコメント実施 

H22.8  阪堺線再生策検討専門家ＷＧとりまとめ 

H22.9  阪堺線に関する補正予算について議決（付帯決議あり） 

H22.10  堺市長・阪堺電気軌道(株)社長 存続基本合意   ⇒  阪堺線支援策の実施 

■堺市における阪堺線（堺市内区間）存続の検討 
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堺市内の交通手段分担率 

阪堺線（堺市内区間）への支援に係る経緯 
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・自動車利用は大幅に増加している中で、鉄道利用はほぼ横ばいとなっている。 

・堺市内の自動車保有台数は大幅に増加している。 

堺市内の自動車保有台数 

16 2 32 3 22 24 

15 2 34 4 20 24 

17 3 29 4 19 28 

16 5 20 3 19 37 

（台） 



阪堺線（堺市内区間）への支援に係る経緯 
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・運賃改定による値上げやダイヤ改正を行った時に乗車人数減少している。 
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定期＋定期外

定期

定期外

２区間運賃制、共通運賃制の廃止(S49)

平野線の廃止、地下鉄谷町線（天王寺～八尾南間開業）(S55)

O157で堺保健所の利用増加、堺病院の移転(H8)

運賃値上げ、FestivalGate開園(H9)

公立高校での週休2日制開始(H4)

天王寺駅前～浜寺駅前の直通運転中止(S48)

ダイヤ改正【昼8→10】(S59)

フリー乗車券発売、堺シャトルバス運行開始(S62)

回数券発売開始(H2)

ダイヤ改正【昼8→10】(H12)

ダイヤ改正【昼10→12】(H14)

地下鉄堺筋線天下茶屋全通(H5)

南海本線堺市内連立完成(S60)

南海新今宮駅開業(S41)

天王寺Mio開業(H7)

ダイヤ改正【昼10→8】(S63)

地下鉄堺筋線（天六～動物園前開業）(S45)

ダイヤ改正【朝昼4.5→8】(H9)

ダイヤ改正(S54)

運賃値上げ(S41)

運賃値上げ(S50)

運賃値上げ(S51)

運賃値上げ(S54)

運賃値上げ(S56)

運賃値上げ(S58)

運賃値上げ(S60)

運賃値上げ(H1)

運賃値上げ(H7)

OD調査結果による

按分率が影響

大和川～難波間連立完成(H11)

南海電鉄｛PiTaPa」導入H18)

（千人） 

阪堺線（堺市内）における乗車人員数 



 
 
 
 

阪堺線が必要 

≪福祉・環境、商業・産業、観光・文化≫  
 
 
 
 

現状では存続不可 

【沿線住民アンケートの実施】 
 ⇒生活の足として必要 
 ⇒歴史的資産 
 ⇒交通弱者にとり必要 
 ⇒観光拠点間の結節  
         など 

【阪堺電軌（株）との意見交換】 
 ⇒経営努力を上回る収入減少 
 ⇒施設老朽化や安全水準向上への対応 
 ⇒阪堺線（堺市内）の公有化 など 

再生に向けて必要な取組み 
 
 
 
 
 

具体的な支援策 

利用者減少 
↓ 

2億円/年以上の赤字 

・利用者増加の取組み 
・安全運行への取組み 
・存続に向けた仕組みづくり 
・阪堺線とまちづくりとの連携 

【市民提案（活性化策）の募集】 
 ⇒イベント実施 
 ⇒利便性の向上 
 ⇒観光・商業と連携 
 ⇒運賃制度 など 

阪堺線（堺市内区間）の現状 堺市のまちづくり 

＜都心の現状・課題＞ 
・高齢化の進行 
・地域活力の低下 
・公共交通利用者の減少 

＜上位計画の位置づけ＞ 
・堺の交通ビジョン 
・堺活力再生プロジェクト 
・環境モデル都市行動計画 
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阪堺線（堺市内区間）への支援に係る経緯 

・阪堺線は、長年市民に親しまれてきた路面電車であり、堺のまちづくりにおいて重要であるが、 

 現状のままでは存続が困難である 

・阪堺線再生に向けて具体的な支援策を検討する必要がある 

平成22年度10月より 

阪堺線への支援を決定 



一定期間に取り
組むべき視点 

早急に対応すべ
き視点 

≪支援内容≫ 

利用者増加策の展開 

・老朽化対策（保安監査対応含む）への支援 

・安全運行の確保に必要な経費への支援 ＳＴＥＰ１ 

ＳＴＥＰ３ ・高度化等利便性向上への支援 

ＳＴＥＰ２ 
・阪堺線を活かしたまちづくりのための政策的 
 運賃施策の導入 

阪堺線（堺市内区間）の支援策について 

■阪堺線（堺市内区間）の支援策 

○阪堺線（堺市内区間）の存続に向けて、市民意見や専門家のＷＧでの意見等を踏まえ支援策を決定 

○支援策は、喫緊の課題に対応する支援と、利用者を増加させるための支援を行う 

阪堺線（堺市内区間）
の安全性向上 

さらなる利用者増加策
の展開 

Ｈ22.10開始 

Ｈ23.1開始 

Ｈ23.4開始 
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阪堺線（堺市内区間）への支援による効果について 

■阪堺線に支援を行うことによる効果 

短期（1～3年） 中期（4～7年） 長期（8～10年） 

市民 
・沿線での様々な 
 イベント開催 

・沿線での様々なイベント 
 開催のノウハウを活用し 
 た沿線外での様々な活動 

・阪堺線の沿線活性化 
・税収増による沿線外への 
 投資による活性化 

利用者 ・阪堺線の運賃低減 
・阪堺線の施設の高度化に 
 よる利便性向上 

・沿線活性化による目的地 
 の増加 

事業者 
・阪堺線の利用者拡大に 
 よる収入増加 

・阪堺線の施設の高度化等 
 による経費削減 

・阪堺線の収支均衡による 
 自立・再生 

行政 

・阪堺線を堺市の広報 
 ツールとして利用 
・阪堺線を市民との 
 協動ツールとして利用 

・堺市以外の方への堺の 
 認知度向上 
・阪堺線を利用した様々な 
 施策との連携 

・沿線活性化による税収増 
・公共交通の利用促進に 
 よる交通弱者対策 

・阪堺線（堺市内区間）へ支援することによって、様々な副次効果がある阪堺線という資源を多面的に活用する 
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阪堺線（堺市内区間）の支援策への検証について 

■堺市阪堺線活性化推進懇話会 

■阪堺線支援策の中間検証 

・堺市議会による阪堺線（堺市内区間）への支援策についての要望決議により、年２回程度開催し、支援策について定期的かつ

継続的な検証を行う 

目  的：阪堺線の再生・活性化を図るため、第三者が参画し、支援策等の検証や施策の見直し、 

     活性化に向けた取組などについて、検討を行うことを目的とする。 

メンバー：学識経験者、沿線企業、商工関係者、市民 等 

※基本的に、阪堺線の決算確定後の７月～８月頃と交通調査結果確定後の１月末頃～２月中旬に開催 

・堺市阪堺線活性化推進懇話会とは別に5年間の支援についての中間検証を行う 

阪堺線への支援実施による効果や存続したことによる効果などの検証を行うことで５年間の総括を行い、 

残り５年間の支援の方向性を検討することを目的とする。 

○検証方法 

堺市が京都府立大学公共政策学部の川勝准教授にアドバイスをいただきながら検証作業を進める。 

また、検証の総括について監修していただく。 

○中間検証と阪堺線活性化推進懇話会との役割分担 

  中間検証は、懇話会委員以外の第三者（川勝准教授）からアドバイスを頂きながら作業を進める。 

  懇話会では、中間検証について、ご意見を頂く。 

※川勝准教授は、公営路面電車事業の経営実態に関する調査・研究の実績を持たれている。 

 また、本市の堺市公有財産有効活用懇話会の委員にもなっていただいている。 



市民提案に基づく活性化策の実現度について 

阪堺電軌の利用者状況について 

阪堺電軌の経営状況について 

堺市への波及効果について 

阪堺線の安全性の向上について 

阪堺電軌の 
自立・再生 
に向けた 
状況 

堺市への 
波及効果 

利用者の安全確保 

中間検証作業について 

・阪堺電軌への支援については、3つの枠組みで中間検証を実施後、全体の総括評価を行う。 
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